
有害図書類の指定及び優良図書等の推奨に係る変更点について

令 和 ３ 年 10 月 ８ 日

次世代・女性活躍支援課

Ⅰ 有害図書類

１．変更内容について

２．変更の理由

・個別指定を実施し始めた当初の有害図書は、販売期間を一定程度有し、刊行される書籍が多かった

が、現在は、月刊誌のように定期刊行される書籍が主流となっており、個別指定を行っても、その図

書が販売され、相当の期間が経過してから指定の通知が行われるなど実効性に欠ける場合がある。

（令和２年度第３回環境浄化部会例：図書購入３月１日、審議会３月１２日、告示３月１７日）

・大手コンビニでは令和元年夏以降、成人雑誌コーナーを廃止しているほか、書店等では有害図書の区

分陳列が進んでいる。

・県内の小・中学生ともに８割以上が携帯電話・通信機能付端末を、高校生についてはほぼ全員が携帯

電話を所持しており、情報の入手先が多様化している。

・「秋田県青少年の健全育成と環境浄化に関する条例」に包括指定の基準が定められており、個別指定

に代わる対応が可能となっている。

３．有害図書類に係る今後の取組について

○配布物による周知啓発

関係事業者に対し、年度当初に包括指定や区分陳列の内容について、注意喚起文書と意識啓発用の

チラシを送付するほか、コンビニやスーパーの本部など、有害図書の区分陳列等について協定を結ん

でいる企業に対して、通知を行う。

○巡回時における働きかけの強化

環境浄化調査員は関係機関へ立入調査を行っており、その際に区分陳列について重点的な確認を

行い、チェックシート等を配布し、理解を促進するとともに周知啓発の強化を図る。

令和３年度以降 令和２年度まで

有害図書類の

指定

・定例的な個別指定※は行わず包括指定※により対応す

ることとし、社会状況等を踏まえ、個別指定が必要

となった場合は、随時委員の招集又は書面開催によ

り審議を行う。

・事前に審議会の意見を聴く暇がなく緊急的に指定し

た場合は、年１回開催する審議会においてその旨を

報告する。 ※「４．有害図書類の指定方法」参照

・環境浄化調査員と担当者

が書店等を訪問し、陳列さ

れる図書類の中から有害

図書に該当するであろう

図書を購入し、年３回開催

する環境浄化部会で審議

する。

環境浄化部会 ・社会状況等を踏まえ、有害図書や有害玩具等の個別

指定が必要になった場合には、随時開催する。

・年３回定期的に開催

（７月、１１月、３月）
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４．有害図書類の指定方法

・昭和 54年１月から、図書を購入し個別指定を行う方式をとっており、令和２年度まで年３回環境浄化

部会を開催し、部会の開催ごとに有害図書の個別指定を行っていた。

・個別指定をした図書については、県公報へ登載するとともに関係機関へ通知を行い周知を図っている。

・有害図書の個別指定の周知に合わせ、区分陳列等について定期的に周知啓発を行っている。

Ⅱ 優良図書等

１．変更内容について

・推奨した図書については、県公報へ登載するとともに関係機関へ通知を行い周知している。

２．優良図書等の推奨方法

個別指定

（条例第９条第１項）

S54.1～

ＡやＢなどの条件に該当する図書類は、知事が青少年に有害な図書類として

指定できることとしている。

Ａ 著しく青少年の性的感情を刺激し、その健全な育成を阻害するおそれのあ

るもの

Ｂ 著しく青少年の粗暴性又は残虐性を誘発し、又は助長し、その健全な育成

を阻害するおそれのあるもの

包括指定

（条例第９条第２項）

H16.4～

次のいずれかに該当する図書類は、知事が青少年に有害な図書類として指

定したものとみなすこととしている。

・書籍等で性的感情を刺激する姿態等を被写体とした写真、描写した絵を掲

載するページが 20ページ以上のもの又は総ページ数の５分の１以上の

もの。

・録画テープ等で性的感情を刺激する姿態等を描写した場面の時間が合わせて

３分を超えるもの又は場面の数が 20以上のもの。

団体指定

（条例第９条第３項）

H19.４～

図書類の内容を審査する団体で知事が適当と認めるものが、条例第９条第１

項のいずれかに該当するとして青少年の販売等を適当でないと認めたものは、

知事が有害指定したものとみなす。

優良図書等の推奨

（条例第５条の２）

青少年の健全な育成を図る上において有益であると認めるものを、「秋田県

青少年の健全育成と環境浄化に関する条例に基づく推奨及び指定等に関する

審査基準」により審査を行い、推奨する。

令和３年度以降 令和２年度まで

優良図書等 ・推薦申出書が提出された場合、年１回開催

する審議会開催時にあわせて部会を開催

し、審議する。

・推薦申出書が提出された場合、年３回

開催する部会で審議する。


